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このタイプの波が,ここで著者がいう explode-decaytypesolution の第 1の例なのである｡
((Ⅰ)式はこの typeの解のみをもち,ふつ うの一定波形の soliton解はもたない )
ところが, (Ⅰ)式は,2次元KdV(orK-P)eq.





f - 1+ p i(12 t)-2/3 J xdxA Z (z l ),



















βW ∬ x + γ W " - β ∂(u * u)33- 0･ (IV)








メージが支配的であった｡ところが,このripple部分 (ornon-soliton 部分 )というのも大変
おもしろい構造をしてお り,やはりripplon とでも呼ぶべきelementaryなmodeのかさね合せ
であり,又, 1つの ripplonはexplode-decay形の波なのである｡大振幅の波を得たい時には,
この explodeのものが大切になってくるであろう｡
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